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 This paper aims at illustrating the whole mechanism operative in various tonal phenomena in 
Sandnes Norwegian, the dialect spoken in a south-western town Sandnes. Sandnes Norwegian is 
so-called stress accent language, and it has two tones, high-level and falling tones, appearing on a 
tonic syllable. The author formerly argued that the dialect, in the phonological/prosodic sense, has a 
falling tone alone, and the timing of a pitch movement relative to a tonic syllable is relevant feature in 
prosodic contrasts. There are, however, still two theoretical issues left open in the former 
interpretation: i) the necessity of morae as a bearer of a falling tone, ii) the phonological/prosodic 
nature of tones and tunes irrelevant to prosodic contrasts. 
 	 In the present study, the author firstly attempts to solve one of those issues through arguing that the 
notion of mora lacks the explanatory power and raison d''être in the phonology of Sandnes 
Norwegian. Then the author introduces Rhythm Units and Unit Tones based on the descriptive and 
theoretical frameworks of Accentology, an analytical method derived form the Japanese field 
linguistics, and claim that the two newly introduced notions are effectual in both explaining the 
several metrical and tonal phenomena and solving the other theoretical issue. Through the in-depth 
examination of those issues, the author proposes an alternative explanation that the two tones 
contrasting on the surface are reduced to one falling tone, and the distinction between the presence 
and absence, not the difference of a relative timing, of a falling tone on a tonic syllable is only 
relevant to tonal contrast. The author finally concludes that the alternative approach enables us to 
explain several tonal phenomena in the dialect in a more sophisticated, coherent and phonetically 
natural fashion. 
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1.2 	 ノルウェー語 Sandnes 方言について  
 	 Sandnes 方言*2の話される Sandnes は、ノルウェ
ー南西部に位置する Rogaland 県の一都市である。
2012 年 6 月に発表された統計では約 6 万 8 千人の
人口を有しており、2013 年にはノルウェー国内で
7 番目に大きな都市になると予想されている（詳細
は http://www.sandnes.kommune.no を参照）。 




や「前気音（preaspiration）」（Wim A. van Dommelen 
1999, 三村 2012c）の存在が指摘できる程度である。 
 
 	 *2 本稿において引用する資料は、全て筆者が Sandnes
方言を母語とする話者一名をインフォーマントと
して実施したフィールドワークを通じて採取した




して下さった Brede Tingvik Haave さんにこの場を
お借りして心よりお礼を申し上げる。 









































Acc1 は stød と呼ばれる「喉頭化 （laryngealization）」
や「きしり声（creaky voice）」の一種として現れ、
その一方で Acc2 は stød の無い状態として現れる。 
 	 このように、個々の言語や方言に関して用いた 
Acc1 と Acc2 という用語は具体的な音声実質を伴
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２ 	 Sandnes 方言における音調の概要  
2.1 	 資料  
 	 まず、本格的な議論に移る前に、Sandnes 方言に




合語の例である。これらの資料から Acc1 と Acc2
に関して次の二つの点を読み取ることができる: 1) 
Acc1 は（主に）高平調が、Acc2 は下降調が主強勢
を担う音節に現れる; 2) 高平調と下降調は、いずれ 
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(1) a. (i) avtale [1a´:V.tha`:.la HML]「約束する inf.」– avtale [2a´:V.tha`:.l@ FML]「約束」
(ii) leser [1le´:.s@ HL]「読む pres.」– lese [2le´:.sa FL]「読む inf.」
b. (i) sjokoladekake [2So.ko.la´:.d@.kA`:.gA MMFMML]「チョコレートケーキ」
（< sjokolade [2So.ko.la´:.d@ MMFL]「チョコレート」 + kake [2kA´:.gA FL]「ケーキ」）
(ii) fagordbok [2fa´:g.o`:K.boˆ:g FML]「専門用語辞典」
（< fag [1fa´:g H]「分野」+ ordbok [2o´:K.bo`:g FL]「辞書」）
cf. ordbok < ord [1o´:K
˚




(2) a. (i) ned [ne´:K
˚
H∼F]「下方へ」
(ii) avis [a.V´i:s MH∼MF]「新聞」







∗ 本発表は、北海道言語研究会第 6回例会（2013年 3月 6日室蘭工業大学）での口頭発表の内容ならびに配布資料に追加と修正を加え
たものである。貴重なご意見を下さった聴衆諸氏にこの場をお借りしてお礼申し上げる。
† 室蘭工業大学大学院工学研究科ひと文化系領域准教授: m76tatsu@gmail.com。
*1 Sandnesに関する詳細は拙論 (2012, 2013bなど)を参照のこと。

























(1) a. (i) avtale [1a´:V.tha`:.la HML]「約束する inf.」– avtale [2a´:V.tha`:.l@ FML]「約束」
(ii) leser [1le´:.s@ HL]「読む pres.」– lese [2le´:.sa FL]「読む inf.」
b. (i) sjokoladekake [2So.ko.la´:.d@.kA`:.gA MMFMML]「チョコレートケーキ」
（< sjokolade [2So.ko.la´:.d@ MMFL]「チョコレート」+ kake [2kA´:.gA FL]「ケーキ」）
(ii) fagordbok [2fa´:g.o`:K.boˆ:g FML]「専門用語辞典」
（< fag [1fa´:g H]「分野」+ ordbok [2o´:K.bo`:g FL]「辞書」）
cf. ordbok < ord [1o´:K
˚




(2) a. (i) ned [1ne´:K
˚
H∼F]「下方へ」
(ii) avis [1a.V´i:s MH∼MF]「新聞」







∗ 本発表は、北海道言語研究会第 6回例会（2013年 3月 6日室蘭工業大学）での口頭発表の内容ならびに配布資料に追加と修正を加え
たものである。貴重なご意見を下さった聴衆諸氏にこの場をお借りしてお礼申し上げる。
† 室蘭工業大学大学院工学研究科ひと文化系領域准教授: m76tatsu@gmail.com。
*1 Sandnesに関する詳細は拙論 (2012, 2013bなど)を参照のこと。
*2 引用する資料は、全て発表者が Sandnes方言を母語とする話者から採取した一次資料である。詳細は拙論 (2012)を参照のこと。
 
 

























2.2 	 想定される解釈案とその問題点 : 先行研
究の検討に代えて  











Acc1 と Acc2 という二つの toneme を設定する。つ
まり、主強勢を担う音節に現れる音調の「種類」
の違いが Acc1 と Acc2 を区別する上で有意義な特
徴とする解釈である（Borgstrøm 1983: 260-263）。 
 	 確かにこの立場では Acc2 の音調は適切に説明
することは可能かもしれないが、既に（2a）に示
した ned や avis など末尾音節に主強勢の現れる
（oxytonal）語において任意に現れる下降調や、
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釈としては、例えば Arne Vanvik（1956）のように、 
語
．�






である。しかしながら、Acc1 の高平調や Acc2 の
下降調の現れる位置は常に主強勢を担う音節で




















３ 	 アクセントの抽出: 拙案の概略  
3.1 	 拙案の要点  















































 	 (4) a. 主強勢を担う音節に先行する音節は全て
常に中程度の高さの音調（「中平調（M）」
を伴っており、この音調は、例えば表 1





しており（. . . ML . . .）、例えば表 1 の
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手続きが必須であることが明らかとなる。 
 



















 	 (5)  a. 音節構造（音節量）の制約：  
強勢を担う音節は CV 音節（軽音節）で
あっては許されない。 











 	 なお、既に言及したように、Sandnes 方言では
























表 1と 2に示した資料から、Acc1と 2それぞれの語の音調型に関して以下の二点が読み取れる: 1)主強勢を
担う音節に先行する音節は常に中平調 (M)を伴い、語の音調形を相互に区別する上では関与的でない; 2)主強勢






が (例えば早田輝洋 (1988)や窪薗晴夫 (2002))、さらに自身の調査から得られた知見を踏まえ、発表者は (4)を
論拠として Sandnes方言がストレスアクセントを有する言語であると結論づける:










(5) a. gruppe fire [ >gK0p.p@ 2 f´i:.KA MM FL]
「第 4グループ」
cf. fire gruppe [2 f´i:.KA 2>gK0´hp.p@ FM FL]
「4つのグループ」










 	 Sandnes 方言では、（6）に示したような「名詞
＋数詞」という統語構造は常に「弱強」という強
勢の型を伴い、名詞は本来有する強勢を失うこと
になる。例えば（6a）の gruppe と（6a）cf. の gruppe
を比較されたい。強勢の消失に付随して本来有し
ていた音調も消失していることを読み取ること
ができるはずである（fire gruppe における F から
M への交替に注意; なお、M で標�記した音調の「正



















(6) a. Jeg LIker henne.
I NOM. like PRES. she OBJ.
[eg M 2 l´i:g@ FM h0 L ]
b.（Hvem liker du?
“Who do you like?” に対する答えとして）
Jeg liker HENne.
I NOM. like PRES. she OBJ.
[eg M li(:)g@ MM 1h0´: H∼F]
c.（Han liker henne ikke, . . .
“He doesn’t like her, . . .” に続く発話として）
(men) JEG liker henne.
(but) I NOM. like PRES. she OBJ.
[(men) 1e´:g H∼R li(:)g(@) M(M) (h)0 L]
(6a) はニュートラルなリズムの文と考えられ、文を構成する三つの語のうち動詞である liker がリズムの拍を
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４ 	 三村  (2012a) の改善案及び修正案  
4.1 	 下降の「位置」から下降の「有無」へ: 下
降調の担い手の問題  
 	 第 3 節において概観したアクセント解釈の拙案
には、下降調の担い手に関する次のような理論的
な問題点が残されていた (三村 2012a: 93): 
 














































 	 *7 この問題点は三村（2011）に対して聴衆より私信
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位置付け:「リズム単位  rhythm unit」と「単
位音調  unit tone」の提唱  









#(M . . . M)
{
Acc1 : H(∼ R ∼ F)
Acc2 : F
}









(10) a. Han SA, at han IKke ville SI det.
he NOM. say PAST that CONJ. he NOM. not ADV. will PAST say INF. that PRON.




cf.単独形: han [1hA´nn H∼F], ville [2V´ill@ FL]
b. Jeg kan GODT HJELpe dig.
I NOM. can PRES. pleased ADV. help INF. you OBJ.
[e(g) M kAn M 1gO´htt H 2je´l
˚
pa FM Reg L]
「手伝ってあげますよ。」




発表者は、この「まとまり」を Kristoffersen (2000: 275)に倣い「アクセント句」と呼ぶことにする。「アクセ
ント句」は以下のように図式化することができる（σ�は音節、Şはアクセント句の境界を示す）:
(11) アクセント句の構造
. . . Ş(σ� . . . σ�) σ´� (σ� . . . σ�) Ş σ´� . . .
つまり、（先行する弱音節があればそれも含めて）強勢を担う音節から次の強勢を担う音節の直前の弱音節まで
がアクセント句である。上に示した (10a) では Han SA at han、IKke ville、SI det が、また (10b) では Jeg kan


















































は考える。同じく（12a）を例にとると、Han SA at 
han, IKke ville, SI det がそれぞれこの「まとまり」
を成していると言える。 
 	 筆者の唱えるこの「まとまり」は、Kristoffersen 
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MMHML や FMML、HL といった音調は、いわば
リズム単位の結束や境界を韻律的に明示する機
能を有していると考えられるのである。筆者は、
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（1）や（2）や稿末の表 1 と表 2 などで示した「語」
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 結語  
5.1 	 まとめ  









 	 本研究の結論を要約すると以下の通り: 
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以上、ノルウェー語 Sandnes方言のアクセント解釈に関して、特に 1)アクセント核の担い手と 2)アクセント
対立における余剰的な音調の位置付けの二点に焦点を当てて議論した。本発表の結論を要約すると以下の通り:
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(13) Sandnes方言の音調の仕組み⎧⎪⎪⎨⎪⎪⎩ Acc1 (e.g. Leninisme) : /σ� σ� "σ� σ�/Acc2 (e.g. marmelade) : /σ� σ� "σ�] σ�/




























5.2 	 今後の課題  















































下 Acc1とする)とアクセント 2 (Acc2)と呼ばれる二種類の音調を有するノルウェー語か
ら具体例を示す (三村 2005: 71; Acc1, Acc2の順に提示;音声表記など一部改変1):
(1) a. bøndene [1bø´n.n@.n@] LLR]「農夫 (pl.def.)」
（< bonde [2bO´n.n@] FR]「農夫 (sg.indef.)」）
bønnene [2bø´n.n@.n@] FLR]「豆 (pl.def.)」
（< bønne [2bø´n.n@] FR]「豆 (sg.indef.)」）
































までが、「アクセント句」ということになる。上に示した (10a) では、Jeg kan GODT が一つのアクセント句
を、また HJELpe digが一つのアクセント句を成している。
発表者は、既に (9)に示した音調がこのアクセント句に被さる音調であり、語の連なりを「句」としてまと
める働きを有すると考える。このような音調を、川上 (1 56)や上野 (2003)に代表される日本語方言アクセン
ト研究において提唱されている概念に倣い、（暫定的に）「句音調」と呼ぶことにする。
実は、語のみならず、これまで例示してきた文も含め、全ての発話は句音調が被さって音声として実現した
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表 1 	 Acc1 の強勢型と音調型  
[4] 窪薗晴夫 (2002).「音節とモーラの機能」．窪薗晴夫、本間猛編．『音節とモーラ』．東京: 研究社, pp. 1–96.
[5] 三村竜之 (2011)．「ノルウェー語 Sandnes（サンネス）方言のアクセント: アクセントの抽出とその弁別的
特徴」．『日本言語学会第 143回大会予稿集』，pp. 244–249.
[6] 三村竜之 (2012)．「ノルウェー語 Sandnes（サンネス）方言のアクセント: アクセント抽出の理論と実践」．
『明星大学研究紀要【人文学部日本文化学科】』第二十回記念号, pp. 77–95.
[7] 三村竜之 (2013a).「ノルウェー語アクセント再考: 句音調の提唱とアクセント論的解釈」．北海道言語研究
会第 6回例会（2013年 3月 6日、室蘭工業大学）．
[8] 三村竜之 (2013b).「ノルウェー語 Sandnes（サンネス）方言のモーラ: 記述言語学的な視点から」．北海道言
語研究会編．『北海道言語文化研究』11, pp. 49–62.
[9] 上野善道 (2003).「アクセントの体系と仕組み」．上野善道編．『朝倉日本語講座 3音声・音韻』．東京: 朝倉
書店, pp. 61–84.
付録： Acc1と Acc2の強勢/音調型
表 1と表 2は、Acc1と Acc2の語を語頭から数えた主強勢の位置（アラビア数字で示す）と音節数（ローマ数
字）でそれぞれまとめたものである（紙幅の都合から音声表記は割愛）。「—」は該当する語例が存在しないこと
(accidental gap)を、網掛けの箇所は構造的な理由から該当する語例が存在しない (structural gap)ことを示す。
表 1 Acc1の強勢/音調型
I II III IV V. . .
1 gi [H] vinter [HL] ananas [HML] reserbane [HMML] spra˚kskolelærer [HMMLL]
「与える」 「冬」 「パイナップル」 「サーキット」 「語学教師」
2 byra˚ [MH] artikkel [MHL] narkotika [MHML] karbondioksid [MHMML]
「事務所」 「記事」 「麻薬」 「二酸化炭素」
3 appelsin [MMH] Leninisme [MMHL] paradisepple [MMHML]
「オレンジ」 「レーニン主義」 【植物名】









表 2 	 Acc2 の強勢型と音調型  
語研究会編．『北海道言語文化研究』11, pp. 49–62.
[9] 上野善道 (2003).「アクセントの体系と仕組み」．上野善道編．『朝倉日本語講座 3音声・音韻』．東京: 朝倉
, pp. 61–84.
cc1 cc2 /
1 2 Acc1 Acc2
(accidental gap) (structural gap)
1 Acc1 /
I II III I . . .
1 gi [F] vinter [ L] ananas [ L] reserbane [ L] spra˚kskolel rer [ LL]
2 byra˚ [ ] artikkel [ ] narkotika [ ] karbondioksid [ ]
3 appelsin [ ] Leninis e [ ] paradisepple [ ]





I II III IV V. . .
1 — kake [FL] menneske [FML] sparebørsa [FMML] overvektige [FMMLL]
「ケーキ」 「人間」 「貯金箱」 「肥満の」
2 — rutine [MFL] allikevel [MFML] reklamebyra˚ [MFMML]
「日課」 「しかしながら」 「広告会社」
3 — marmelade [MMFL] krokodilletegn [MMFML]
「マーマレード」 「不等号」
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1 gi [F] vinter [ L] ananas [ L] reserbane [ L] spra˚kskolel rer [ LL]
2 byra˚ [ ] artikkel [ ] narkotika [ ] karbondioksid [ ]
3 appelsin [ ] Leninis e [ ] paradisepple [ ]





I II III IV V. . .
1 — kake [FL] menneske [FML] sparebørsa [FMML] overvektige [FMMLL]
「ケーキ」 「人間」 「貯金箱」 「肥満の」
2 — rutine [MFL] allikevel [MFML] reklamebyra˚ [MFMML]
「日課」 「しかしながら」 「広告会社」
3 — marmelade [MMFL] krokodilletegn [MMFML]
「マーマレード」 「不等号」
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表 1 	 Acc1 の強勢型と音調型  
[4] 窪薗晴夫 (2002).「音節とモーラの機能」．窪薗晴夫、本間猛編．『音節とモーラ』．東京: 研究社, pp. 1–96.
[5] 三村竜之 (2011)．「ノルウェー語 Sandnes（サンネス）方言のアクセント: アクセントの抽出とその弁別的
特徴」．『日本言語学会第 143回大会予稿集』，pp. 244–249.
[6] 三村竜之 (2012)．「ノルウェー語 Sandnes（サンネス）方言のアクセント: アクセント抽出の理論と実践」．
『明星大学研究紀要【人文学部日本文化学科】』第二十回記念号, pp. 77–95.
[7] 三村竜之 (2013a).「ノルウェー語アクセント再考: 句音調の提唱とアクセント論的解釈」．北海道言語研究
会第 6回例会（2013年 3月 6日、室蘭工業大学）．
[8] 三村竜之 (2013b).「ノルウェー語 Sandnes（サンネス）方言のモーラ: 記述言語学的な視点から」．北海道言
語研究会編．『北海道言語文化研究』11, pp. 49–62.
[9] 上野善道 (2003).「アクセントの体系と仕組み」．上野善道編．『朝倉日本語講座 3音声・音韻』．東京: 朝倉
書店, pp. 61–84.
付録： Acc1と Acc2の強勢/音調型
表 1と表 2は、Acc1と Acc2の語を語頭から数えた主強勢の位置（アラビア数字で示す）と音節数（ローマ数
字）でそれぞれまとめたものである（紙幅の都合から音声表記は割愛）。「—」は該当する語例が存在しないこと
(accidental gap)を、網掛けの箇所は構造的な理由から該当する語例が存在しない (structural gap)ことを示す。
表 1 Acc1の強勢/音調型
I II III IV V. . .
1 gi [H] vinter [HL] ananas [HML] reserbane [HMML] spra˚kskolelærer [HMMLL]
「与える」 「冬」 「パイナップル」 「サーキット」 「語学教師」
2 byra˚ [MH] artikkel [MHL] narkotika [MHML] karbondioksid [MHMML]
「事務所」 「記事」 「麻薬」 「二酸化炭素」
3 appelsin [MMH] Leninisme [MMHL] paradisepple [MMHML]
「オレンジ」 「レーニン主義」 【植物名】









表 2 	 Acc2 の強勢型と音調型  
語研究会編．『北海道言語文化研究』11, pp. 49–62.
[9] 上野善道 (2003).「アクセントの体系と仕組み」．上野善道編．『朝倉日本語講座 3音声・音韻』．東京: 朝倉
, pp. 61–84.
cc1 cc2 /
1 2 Acc1 Acc2
(accidental gap) (structural gap)
1 Acc1 /
I II III I . . .
1 gi [F] vinter [ L] ananas [ L] reserbane [ L] spra˚kskolel rer [ LL]
2 byra˚ [ ] artikkel [ ] narkotika [ ] karbondioksid [ ]
3 appelsin [ ] Leninis e [ ] paradisepple [ ]





I II III IV V. . .
1 — kake [FL] menneske [FML] sparebørsa [FMML] overvektige [FMMLL]
「ケーキ」 「人間」 「貯金箱」 「肥満の」
2 — rutine [MFL] allikevel [MFML] reklamebyra˚ [MFMML]
「日課」 「しかしながら」 「広告会社」
3 — marmelade [MMFL] krokodilletegn [MMFML]
「マーマレード」 「不等号」
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表 1 	 Acc1 の強勢型と音調型  
[4] 窪薗晴夫 (2002).「音節とモーラの機能」．窪薗晴夫、本間猛編．『音節とモーラ』．東京: 研究社, pp. 1–96.
[5] 三村竜之 (2011)．「ノルウェー語 Sandnes（サンネス）方言のアクセント: アクセントの抽出とその弁別的
特徴」．『日本言語学会第 143回大会予稿集』，pp. 244–249.
[6] 三村竜之 (2012)．「ノルウェー語 Sandnes（サンネス）方言のアクセント: アクセント抽出の理論と実践」．
『明星大学研究紀要【人文学部日本文化学科】』第二十回記念号, pp. 77–95.
[7] 三村竜之 (2013a).「ノルウェー語アクセント再考: 句音調の提唱とアクセント論的解釈」．北海道言語研究
会第 6回例会（2013年 3月 6日、室蘭工業大学）．
[8] 三村竜之 (2013b).「ノルウェー語 Sandnes（サンネス）方言のモーラ: 記述言語学的な視点から」．北海道言
11, pp. 49–62.
[9] (2003). 3 :
書店, pp. 61–84.
付録： Acc1と A の強勢/音調型
表 1と表 2は、Acc1と Acc2の語を語頭から数えた主強勢の位置（アラビア数字で示す）と音節数（ローマ数
字）でそれぞれまとめたものである（紙幅の都合から音声表記は割愛）。「—」は該当する語例が存在しないこと
(accidental gap)を、網掛けの箇所は構造的な理由から該当する語例が存在しない (structural gap)ことを示す。
表 1 Acc1の強勢/音調型
I II III IV V. . .
1 gi [H] vinter [HL] ananas [HML] reserbane [HMML] spra˚kskolelærer [HMMLL]
「与える」 「冬」 「パイナップル」 「サーキット」 「語学教師」
2 byra˚ [MH] artikkel [MHL] narkotika [MHML] karbondioksid [MHMML]
「事務所」 「記事」 「麻薬」 「二酸化炭素」
3 appelsin [MMH] Leninisme [MMHL] paradisepple [MMHML]
「オレンジ」 「レーニン主義」 【植物名】









表 2 	 Acc2 の強勢型と音調型  
語研究会編．『北海道言語文化研究』11, pp. 49–62.
[9] 上野善道 (2003).「アクセントの体系と仕組み」．上野善道編．『朝倉日本語講座 3音声・音韻』．東京: 朝倉
, pp. 61–84.
cc1 cc2 /
1 2 Acc1 Acc2
(accidental gap) (structural gap)
1 Acc1 /
I II III I . . .
1 gi [F] vinter [ L] ananas [ L] reserbane [ L] spra˚kskolel rer [ LL]
2 byra˚ [ ] artikkel [ ] narkotika [ ] karbondioksid [ ]
3 appelsin [ ] Leninis e [ ] paradisepple [ ]





I II III IV V. . .
1 — kake [FL] menneske [FML] sparebørsa [FMML] overvektige [FMMLL]
「ケーキ」 「人間」 「貯金箱」 「肥満の」
2 — rutine [MFL] allikevel [MFML] reklamebyra˚ [MFMML]
「日課」 「しかしながら」 「広告会社」
3 — marmelade [MMFL] krokodilletegn [MMFML]
「マーマレード」 「不等号」
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付録２: ノルウェー王国と Rogaland 県並びに Sandnes の位置関係  
（Swahn et al.（1989: 157）を基に作成） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
